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地域づくり

地域の固有性にねざした社会資源開発に関する研究
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 本研究の⽬的は、⽣活者である住⺠に意識化されないまま現在の⽣活の基盤と
なっている⽣活⽂化を社会資源として活⽤可能にする⽅法について明らかにする
ことです。

 ⽣活のなかに潜在化し、⽣活者である住⺠に意識化されないまま現在の⽣活基
盤となっている「世代を超えて積みかさねられ受け継がれていく⽣活⽂化」を活⽤
可能な資源として意識化することを「⽂化資源の顕在化」と捉え、意識化のきっか
け、⽂化資源として活⽤可能となる条件、⽂化資源の顕在化プロセスにおいて地
域住⺠に及ぼす影響などについて明確にしたいと取り組んでいます。
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 地域福祉
 社会資源開発（⽂化資源・地域資源）

 いわゆる“制度の狭間”問題への対応や、包括的⽀援体制の構築
に向けて、地域づくり、社会資源開発への関⼼が⾼まってい
ます。それぞれの地域社会がもつ固有の⽣活⽂化を基盤とし
た社会資源の発⾒・開発・活⽤に取り組んでいます。


